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成績が学業成績通知書として通知されます。学

業成績通知書を受けとったら内容を確認してく

ださい。

順調に単位修得が行われているかの目標値と

して、つぎの目標単位数が定められています。こ

の単位数が修得できなかった学生は、担任から

履修上の指導を受けなければなりません。なお、

各学年に開講されている必修科目は全て修得し

ていなければなりません。

（数字は単位数）

工　学　部 1学年 2学年 3学年

機 械 工 学 科 35 75 115

電 気 電 子 工 学 科 38 78 118

システム情報工学科 35 70 110

生 命 環 境 科 学 科 35 75 115

土 木 建 築 工 学 科 35 75 115

感性デザイン学部 1学年 2学年 3学年

創生デザイン学科 38 78 118

本学では、履修を円滑にすすめてもらうため

に、各学年に次のような進級要件を定めていま

す。この進級要件を満足しないような場合は、

同じ学年に留年となり、卒業までにもう一年要

することになってしまいます。なお、学科や履修

のコースによっては表に示した以上の要件を設

けている場合があるので、履修規程とあわせて

各学科の教育目標・教育課程も確認して下さい。

2 ．7  目標単位数

2 ．8  進級要件

工学部

学科 学年 修得
単位数

必修
単位数 その他要件

機械工学
科

１学年 25… 7…

２ 学年 60… 22

３ 学年 95… 40

電気電子
工学科

１学年 28 12

２ 学年 60 34

３ 学年 97 50

・電気電子工学入
門と電気電子工学
概論を修得のこと
・物理学実験と化
学実験のいずれか
を修得のこと
・基幹科目16単
位中12単位以上
修得のこと

基幹科目

電磁気学Ⅰ、Ⅱ
電磁気学演習Ⅰ、Ⅱ
電気回路Ⅰ、Ⅱ
電気回路演習Ⅰ、Ⅱ

・創造工学実験と
電気電子基礎実験
を修得のこと

システム
情報工学
科

１学年 25… 10…

２ 学年 60… 25…

３ 学年 100… 35…
・情報工学基礎実
験Ⅰ・Ⅱを修得の
こと

生命環境
科学科

１学年 25… 12…

２ 学年 60… 30…

３ 学年 100… 47…

・生命環境科学基
礎実験、生命環境
科学実験Ⅰ・Ⅱを
修得のこと

土木建築
工学科

１学年 25… 10…

２ 学年 60… 20…

３ 学年 100… 30…

感性デザイン学部

学科 学年 修得
単位数

必修
単位数 その他要件

創生デザ
イン学科

１学年 28… 12…

２ 学年 60… 12…

３ 学年 98… 14…
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工学部の卒業のための要件は、次の通りです。

①…４ 年以上修業する（休学した期間は含まな

い）。

②…各学科教育課程表の導入転換科目、総合

教養科目、工学基礎科目、専門科目の各区

分から、次に定める単位数以上を修得する。

③総計１２４単位以上修得する。

以上の単位修得条件を、各学科についてまとめ

たのが次の表です。

（数字は単位数）

学　　科 導入転換科目 総合教養科目 工学基礎科目 専門科目 区分なし 卒業要件

機 械 工 学 科 3… 24… 14… 70… 13… 124…

電 気 電 子 工 学 科 4… 20… 14… 70… 16… 124…

システム情報工学科 6… 20… 16… 70… 12… 124…

生 命 環境科学科 4… 20… 4… 70… 26… 124…

土木建築工学科 4… 26… 22… 72… 0… 124…

注 １ …　学科や履修のコースによっては上記の

区分以外の卒業要件を設けている場合

もあるので、各学科の教育目標・教育課

程や第 ７章諸規程に掲載されている教育

課程表などを参考に確認すること。

注 ２ …　区分なしの単位は、次の科目からも修

得できます。

・導入転換科目

・総合教養科目

・工学基礎科目

・専門科目

・特別専攻科目（特別養成コース学生のみ）

・他学部・他学科科目

・単位互換科目

注 ３ …　次の科目は卒業に要する単位数には加

算されません。

・…教育職員免許状取得に関する科目や、資格

取得に関する科目など、各学科教育課程表

（学則別表第 １）に含まれていない科目

2 ．9  卒業 感性デザイン学部の卒業のための要件は、次

の通りです。

①…４ 年以上修業する（休学した期間は含まな

い）。

②…学科の教育課程表の導入転換科目、総合教

養科目、専門科目の各区分から、次に定め

る単位数以上を修得する。

③総計１２４単位以上修得する。

※次表参照のこと

（数字は単位数）

学　　科 導入転換科目・総合教養科目 専門科目 区分なし 卒業要件

創生デザイン学科 32 80… 12 124…

注 １ …　区分なしの単位は、次の科目からも修

得できます。

・導入転換科目

・総合教養科目

・専門科目

・特別専攻科目（特別養成コース学生のみ）

・他学部・他学科科目

・単位互換科目

注 ２ …　次の科目は卒業に要する単位数には加

算されません。

・…教育職員免許状取得に関する科目や資格取

得に関する科目、リメディアル科目などの、

各学科教育課程表（学則別表第 １）に含ま

れていない科目
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単位を修得するためには、試験を受け合格しな

ければなりません。実験、実習、演習および実技の

科目では平常の成績で評価されることがあります。

評価はS、A、B、C、Dで行われ、S、A、B、Cは合格、

Dは不合格です。

試験には、定期試験、追試験および再試験があ

ります。（第７章７．５を参照）

■定期試験

前期および後期の決められた期間に行われます。

■追試験

病気・けがなどやむを得ない理由により定期試

験が受けられなかった学生が受けるものです。担

当教員に申し出てください。受験手続きは自動発

行機を利用してください。

■再試験

定期試験や追試験に合格できなかった学生に対

して実施します。自動発行機で受験手続きをしてく

ださい。

■受験資格

定期試験を受けるためには次の受験資格が必

要です。

①学年はじめに履修登録をしている。

②出席時数が授業時数の３分の２以上である。た

だし、考慮すべき事情のある学生については出

席時数がこれを満足しなくとも担当教員への届

出により認める場合がある。

③教授会において特に失格条件がないことを認め

ている。

■受験上の注意

試験は成績評価の一手段として行われるもので

す。不正があると、正しい評価ができません。この

ため不正行為を行った学生は学則第５７条によっ

て懲戒処分が行われ、その学期に受験した科目は

すべて零点となってしまいます。 

受験の際は次の注意を守ってください。

①学生証を机上に提示してください。学生証を忘れ

た場合は、学務部学生支援担当に申し出て

受験票の交付を受け机上に提示してください。

②追試験、再試験の場合には、それぞれの受

験票を机上に提示してください。

③特別な事情がない限り試験開始から２０分後

の入場、試験開始から３０分間は退場できま

せん。

④筆記用具などを共有してはいけません。

⑤答案用紙を持ち帰ってはいけません。

⑥受験中は監督者の指示に従ってください。不

正があったと認めた場合は、監督者は直ちに

退場を命じることがあります。

履修登録した科目の成績は、指定日にActive 

Academy Advance（AAA）で開示します。また、前

期、後期のそれぞれの終了後に修学支援担任を

通し全科目の成績が学業成績通知書として通知

されます。学業成績通知書を受けとったら内容を

確認してください。

順調に単位修得が行われているかの目標値と

して、つぎの目標単位数が定められています。この

単位数が修得できなかった学生は、修学支援担

任から履修上の指導を受けなければなりません。

なお、各学年に開講されている必修科目は全て修

得していなければなりません。 

（数字は単位数）

工学部 １学年 ２学年 ３学年

工学科 ３５ ７５ １１５

感性デザイン学部 １学年 ２学年 ３学年

感性デザイン学科 ３５ ７５ １１５

2．5 試験 

2．6 成績発表

2．7 目標単位数
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本学では、履修を円滑にすすめてもらうために、各学年に次のような進級要件を定めています。この進級要

件を満足しないような場合は、同じ学年に留年となり、卒業までにもう一年要することになってしまいます。な

お、学科・コースや履修のプログラムによっては表に示した以上の要件を設けている場合があるので、履修規

程とあわせて各学科・コースの教育目標・教育課程も確認して下さい。

工学部 

学科・コース 学年 
修得 

単位数

必修 

単位数
その他の要件

工学科 機械工学コース

１学年 ２５ -  

２学年 ６０ -  

３学年 １００ -  

工学科 電気電子通信工学コース

１学年 ２５ -  

２学年 ６０ ２６

３学年 １００ ４４

・「電気電子通信工学入門」を修得のこと

・「物理学実験」と「化学実験」のいずれかを修

得のこと

・「創造工学実験」と「電気電子通信基礎実験」

を修得のこと

工学科 システム情報工学コース

１学年 ２５ -  

２学年 ６０ -  

３学年 １００ -  

工学科 生命環境科学コース 

１学年 ２５ -  

２学年 ６０ -  

３学年 １００ - 
・「生命環境科学基礎実験」、「生命環境科学実

験Ⅰ・Ⅱ」を修得のこと

工学科 建築・土木工学コース

１学年 ２５ -  

２学年 ６０ ２０

３学年 １００ ３０

感性デザイン学部

学科・コース 学年 
修得 

単位数

必修 

単位数
その他の要件

感性デザイン学科

１学年 １８ ８  

２学年 ４８ １０

３学年 ９０ １８

2．8 進級要件
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工学部の卒業のための要件は、次の通りです。

①４年以上修業する（休学した期間は含まない）。

②各コース教育課程表のキャリア教育科目、総合教養科目、AI・データサイエンス科目、共創教育科目、工

学基礎科目、専門科目の各区分から、次に定める単位数以上を修得する。

③総計１２４単位以上修得する。

以上の単位修得条件を、各コースについてまとめたのが次の表です。

（数字は単位数）

学科 ・ コース
キャリア

教育科目

総合教養

科 目

ＡＩ・データ

サイエンス科目

共創教育

科 目

工学基礎

科 目

専門科目・

工学発展科目

区 分

な し

卒 業

要 件

工学科 機械工学コース ５ １８ ２ ４ １４ ７０ １１ １２４

工学科 電気電子通信工学コース ５ １８ ２ ４ １４ ７０ １１ １２４

工学科 システム情報工学コース ５ １８ ２ ４ １４ ７０ １１ １２４

工学科 生命環境科学コース ５ １８ ２ ４ １４ ７０ １１ １２４

工学科 建築・土木工学コース ５ １８ ２ ４ １４ ７０ １１ １２４

注１ コースや履修のプログラムによっては上記の区分以外の卒業要件を設けている場合もあるので、各コ

ースの教育目標・教育課程や第７章諸規程に掲載されている教育課程表などを参考に確認すること。

注２ 区分なしの単位は、次の科目からも修得できます。

・総合教養科目、ＡＩ・データサイエンス科目、共創教育科目、工学基礎科目、専門科目、工学発展科目、

他学部・他学科科目、単位互換科目

注３ 次の科目は卒業に要する単位数には加算されません。

・教育職員免許状取得に関する科目や、資格取得に関する科目など、学科・コース教育課程表（学則別

表第１）に含まれていない科目

感性デザイン学部の卒業のための要件は、次の通りです。

①４年以上修業する（休学した期間は含まない）。

②学科の教育課程表のキャリア教育科目、総合教養科目、AI・データサイエンス科目、共創教育科目、専門

科目の各区分から、次に定める単位数以上を修得する。

③総計１２４単位以上修得する。

※次表参照のこと
（数字は単位数）

学 科 
キャリア

教育科目

総合教養

科 目

ＡＩ・データ

サイエンス科目

共創教育

科 目

専 門

科 目

区 分

な し

卒 業

要 件

感性デザイン学科 ５ ２２ ２ ２ ６４ ２９ １２４

注１ 区分なしの単位は、次の科目からも修得できます。

・総合教養科目、ＡＩ・データサイエンス科目、共創教育科目、専門科目、他学部・他学科科目、単位互換科

目 

注２ 次の科目は卒業に要する単位数には加算されません。

・教育職員免許状取得に関する科目や資格取得に関する科目、リメディアル科目などの、学科教育課程

表（学則別表第1）に含まれていない科目

2．9 卒業 
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